
令和２年度福島県立高等学校入学者選抜における選抜方法 

別紙２ 

【調査票】 

学校番号 学 校 名 課   程 

２３ あさか開成高等学校 全日制 

 

【前期選抜】 

特色選抜  

大学科  

小学科  

募 集  

定員枠  
志願してほしい生徒像  

国 際 科 学

科  

２０％  

程度  

本校は、高校生活の中で様々な活動に積極的に参加することを奨励しており、多様な考えを持つ人々との交流をとおして課題を見いだし、仲間と

ともにその解決に向け粘り強く行動できる人間の育成を図っている。部活動についても重要な活動の１つとして位置づけており、仲間と協力し、互

いの良さを認め合いながら自己を高めようとする次のような生徒を求めている。 

 ・次に記載している部活動に中学校時代所属し、入学後も本校にある同じ部活動で３年間活動して、学習と両立させながら仲間とともに成長する意

欲を持つ者。なお、中学校時代の活動は特設陸上部、校外のスポーツクラブ等も認める。 

   野球部（男子）、サッカー部（男子）、バスケットボール部（男女）、バレーボール部（女子）、陸上競技部（男女）、 

ソフトテニス部（男女）、剣道部（男女）、バドミントン部（女子）、卓球部（男女）、*音楽部（男女）* 音楽部は、合唱は不可とする。  

選  抜  資  料  

学 力 検 査  特色選抜志願理由書  調 査 書  特 色 面 接  特 色 検 査  選抜資料の満点  備 考  

 ５教科とする。  

 満点は、２５０点とす

る。  

本校への志望動機及

び中学校での部活動に

ついて、高校生活での目

標等について本人が記

入する。  

「各教科の学習の記録」

の評定については、国語、

社会、数学、理科、外国語

（英語）、音楽、美術、保健

体育、技術・家庭の第１学

年から第３学年の評定の合

計に音楽、美術、保健体育、

技術・家庭の第１学年から

第３学年の評定をさらに加

えて、１９５点満点とする。 

「特別活動等の記録」は

 集団面接を実施する。

受験者の本校入学に対

する意欲や目的意識に

ついて、自分の考えを適

切に伝える力をみる。  

 面接については段階

評価とする。  

 実技を実施する。  

 実技については、それ

ぞれの分野で必要とさ

れる基本的な技能・能力

をみる。  

 実技については点数

化し、１００点満点とす

る。  

全体の満点は５４５

点満点とする。  
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得点化しないが、内容につ

いて精査する。  

 

 

一般選抜 

大学科  

小学科  
募集定員  

選  抜  資  料  学力検査と調査

書の成績の比重  
備 考  

学 力 検 査  調 査 書  一 般 面 接  

国際科学科  （200）   ５教科とする。  

 満点は２５０点とする。 

 「各教科の学習の記録」は１９

５点満点とする。「特別活動の記

録」は点数化しないが、内容につ

いて精査する。  

 集団面接を実施する。 

 面接については、段階評

価する。 

 同等とする。  
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【後期選抜】 

大学科  

小学科  

選  抜  資  料  
備 考  

調  査  書  面    接  小論文（又は作文）  

国際科学科  「各教科の学習の記録」は１３

５点満点とする。「特別活動の記

録」は点数化しないが、内容につ

いて精査する。  

個人面接を実施する。  

 面接については、段階評価する。  

 作文を実施する。  

 あるテーマについて、８００字程度で自

分の感想や思いを述べる作文とする。  

 作文については、段階評価する。  

 

 

【外国人生徒等に係る特別枠選抜】 

大学科  

小学科  

募 集  

定員枠  

選  抜  資  料  
備 考  

調 査 書  作  文  面  接  基礎学力検査  

国際科学科  若干名   「各教科の学習の記録」は

１３５点満点とする。「特別活

動の記録」は点数化しないが、

内容について精査する。  

 本県所定の調査書の記載が

困難な場合は、外国における

最終学校の成績証明書、また

はこれに代わるもので代替す

ることができる。 

 日本語による作文を実施す

る。  

 あるテーマについて、８０

０字程度で自分の感想や思い

を述べる作文とする。  

 作文については、段階評価

とする。  

日本語による個人面接を実

施する。  

面接内容は、日本語の文章

を音読し、それについて日本

語で問う内容を含む。面接に

ついては、段階評価とする。  

基礎学力検査（数学、英語）

を実施する。  

基礎学力検査は、中学校卒

業程度の学力を問う本校自作

問題とする。  

基礎学力検査については、

点数化する。  

 

 


